
 

県民の集い「いじめ見逃しゼロ宣言」 
 

私たちは、「いじめを見逃しません 許しません」。 

家族はもちろん、学校、会社、地域の大人も子供も 

 ※子どもたちだけではなく、家族や社会の人も対象としたい。 

 ※理想論的な宣言には、したくない。宣言を聞いた人が、これならできそうかなと思える

宣言がよい。 

そのために、 

○私たちは、まず、自分を愛し、自分を大切にします。そして、同じように、

周りの人も愛し、大切にします。 

 ※自分を大切にしないと、他の人を大切にしたり愛したりできない。まず自分を大切にし

て、その上で、周りの人を同じように大切したいという思い。 

○私たちは、「いじめ問題」について、日頃からもっとみんなで話し合い、 

お互いの意思を伝え合います。 

 ※「いじめ問題」については、誰でも何らかの考えを持っていると思う。それを日頃から

もっと出し合い、考えていくことがいじめ見逃しゼロにつながるという思い。 

○私たちは、「つらい」と感じたら、ひと息入れます。声に出します。 

 ※「つらいな」と感じることは誰しもあると思う。そんなときは無理しないで休もう、ま

た、つらい気持ちを少しでもいいから声に出して誰かに伝えようという思い。 

○私たちは、いじめを見逃さないために、遠慮しないでお互いに関わり合い、

声をかけます。 

 ※いじめを見逃さないためにお互いにもっとお節介になるくらいで丁度いいのではない

か。もっともっと関わり合って、声を掛け合うことを大切にしたいという思い。 

         

平成 28年 11 月５日（土） 

「深めよう 絆 県民の集い」参加者一同 

参 考  ※は、宣言作成時のリレトーク参加者の思いです。 

 


